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Today’s Japan 
～ Osechi Ryori ～ 

 
Osechi ryori, sometimes simply called osechi, is a 

traditional Japanese cuisine that is only served during 
the New Year’s holidays. Because New Year’s Day was 
originally regarded as a special day dedicated to the 
gods, the Japanese people customarily took the first few 
days of the New Year off from work and household chores 
and spent a restful holiday at home. To do so, however, 
they prepared osechi containing bountiful amounts of 
preservable dishes artfully packed in decorative jubako 
stacked boxes, in advance at the end of the year. In 
earlier times, the women in each household made osechi 
dishes from scratch. They roasted dried sardines in 
sweet and spicy sauce to make gomame (also called 
tazukuri), pureed sweet potatoes and mixed them with 
chestnuts to make kurikinton, and spent a great deal of 
time and effort preparing a whole variety of osechi 
dishes. 

Today, many people choose to buy ready-made osechi. 
They select items from among the many samples that 
are put on display in department stores at the end of the 
year—some from exclusive Japanese restaurants—and 
receive their order on New Year’s Eve. Thanks to the 
development of freezing technologies, osechi can now 
even be ordered through the Internet. By making it 
easier to order osechi, the use of the Internet has 
diversified consumer preferences, such that many osechi 
packages featuring popular characters and collaboration 
with famous TV personalities have appeared on the 
shelves this year. Also garnering attention this year are 
osechi packages containing dishes made using only 
ingredients produced in the Tohoku region and other 
such osechi made in support of areas that suffered from 
the March 11 earthquake. 

 

日本
に ほ ん

のいま 

～ お節
せち

料理
りょうり

 ～ 
 

 お節
せち

料理
りょうり

は日本
に ほ ん

の正月
しょうがつ

の祝
いわ

い料理
りょうり

で、単
たん

に「おせち」とも呼
よ

ば

れます。元来
がんらい

神様
かみさま

を祀
まつ

る日
ひ

である正月
しょうがつ

には、仕事
し ご と

や家事
か じ

を休
やす

み静
しず

かに過
す

ごす慣
なら

わしがあるため、おせちは大晦日
お お み そ か

までに保存
ほ ぞ ん

の利
き

く調
ちょう

理法
り ほ う

等
など

で作
つく

った料理
りょうり

を重箱
じゅうばこ

にきれいに詰
つ

めて用意
よ う い

してお

きます。ニボシ
に ぼ し

を甘
あま

辛
から

く炒
い

った「ごまめ」（「田
た

作
づく

り」）や、さつ

まいもを裏
うら

ごしして栗
くり

を合
あ

わせた「栗
くり

きんとん」等々
などなど

、昔
むかし

は家庭
か て い

の主婦
し ゅ ふ

が手間
て ま

隙
ひま

かけ、ひとつひとつ手
て

作
づく

りしました。 

 しかし今
いま

では出
で

来
き

合
あ

いのおせちを利用
り よ う

する人
ひと

が多
おお

くなりまし

た。年末
ねんまつ

のデパート
で ぱ ー と

にずらりと並
なら

ぶ高級
こうきゅう

料亭製
りょうていせい

のおせちなどの

サ
さ

ン
ん

プ
ぷ

ル
る

品
ひん

を見
み

て注文
ちゅうもん

し、大晦日
お お み そ か

に受
う

け取
と

ります。冷凍
れいとう

技術
ぎじゅつ

の発
はっ

達
たつ

などにより、インターネット
い ん た ー ね っ と

通販
つうはん

のおせちも増
ふ

えました。

ネット
ね っ と

利用
り よ う

で更
さら

に注文
ちゅうもん

が手軽
て が る

になったことで利用者
り よ う し ゃ

も多様化
た よ う か

し

ており、今年
こ と し

は人気
に ん き

キャラクター
き ゃ ら く た ー

やタレント
た れ ん と

とのコラボ
こ ら ぼ

おせち

なども多
おお

く発売
はつばい

されました。また、「東北産食材
とうほくさんしょくざい

を使
つか

ったおせち」

等
など

、被災地
ひ さ い ち

を応援
おうえん

するおせちも登場
とうじょう

しました。 

 

Weather in Japan 
～ Kogarashi: Cold Winds of Winter ～

 
Kogarashi refers to the dry, northerly winds that blow 

parallel to the isobars near Japan at maximum wind 
velocities greater than 8 m/s between late autumn and 
early winter when the typical winter weather pattern 
sets in and brings high pressure to the west and low 
pressure to the east. True to its name, which is written 
using kanji characters that mean “tree-withering wind,” 
the kogarashi blows leaves off trees so that they are left 
looking barren. It is also written using the single kanji 
character 凩, which originated from the combination of 
the characters for wind 風 and tree 木. 

The first kogarashi of the year is called kogarashi 
ichigo (ichigo = no. 1), a term that appeared in 
newspapers for the first time in 1973. It is an indicator of 
the transition from autumn to winter, and is now widely 
considered a seasonal phenomenon that heralds the 
coming of winter. The Meteorological Agency announces 
the advent of kogarashi ichigo in the Kanto region and 
the Osaka District Meteorological Observatory in the 
Kinki region, but no announcements are made regarding 
similar winds that blow elsewhere. 

 

日本
に ほ ん

の気象
きしょう

 

～ 『木枯
こ が

らし』 ～ 
 

 木
こ

枯
が

らしは、日本
に ほ ん

付近
ふ き ん

で晩秋
ばんしゅう

から初冬
しょとう

の間
あいだ

に、西
せい

高東低
こうとうてい

の

冬型
ふゆがた

の気圧
き あ つ

配置
は い ち

になった時
とき

に、等圧線
とうあつせん

に沿
そ

って吹
ふ

く乾燥
かんそう

した北
きた

寄
よ

りの風
かぜ

のことです。最大
さいだい

風速
ふうそく

が毎秒
まいびょう

8メ
め

ー
ー

ト
と

ル
る

以上
いじょう

となって初
はじ

めて木
こ

枯
が

らしと認定
にんてい

されることになりますが、木
こ

の葉
は

を吹
ふ

き散
ち

らし、枯
か

れ木
き

のようにしてしまうことから木
こ

枯
が

らしと呼
よ

ばれて

います。また、これに関係
かんけい

しているかは定
さだ

かではありませんが、

木枯
こ が

らしは「 凩
こがらし

」とも表記
ひょうき

されます。 

 特
とく

に、その年
とし

で一
いち

番
ばん

初
はじ

めに吹
ふ

く木
こ

枯
が

らしを「木
こ

枯
が

らし1号
ごう

」と

いいますが、この呼
よ

び方
かた

は新聞
しんぶん

では1973年
ねん

に初
はじ

めて登場
とうじょう

しまし

た。「木
こ

枯
が

らし1号
ごう

」は、秋
あき

から冬
ふゆ

へと移
うつ

るひとつの基準
きじゅん

となっ

ており、冬
ふゆ

の到来
とうらい

を告
つ

げる季節
き せ つ

現象
げんしょう

として、今
いま

では大変
たいへん

身近
み ぢ か

な

ものとなっています。「木
こ

枯
が

らし1号
ごう

」は、関東
かんとう

地方
ち ほ う

については

気象庁
きしょうちょう

が、近畿
き ん き

地方
ち ほ う

については大阪
おおさか

管区
か ん く

気象
きしょう

台
だい

が発表
はっぴょう

していま

すが、ほかの地方
ち ほ う

で同様
どうよう

の風
かぜ

が吹
ふ

いても「木
こ

枯
が

らし1号
ごう

」の発表
はっぴょう

はありません。  




